
 

 

 

  
 

（題字は昨年度県書き初め大会出場児童） 

 

自分らしく共に生きる -学級会- 
校長 中町 寿子  

私は子供の頃、こだわりの強い子供でした。親はずいぶん手を焼いたようです。例えば、
スカートがどうしても嫌で、小学校時代にはいた記憶は 3回ほどしかありません。また、
自分のことを「わたし」と呼ぶことにも抵抗があり、決して使いませんでした。それは信
念というより、理由は分からないけれどどうしても我慢できない、そんな感覚でした。当
然、こうしたこだわりのために、同級生からからかわれることもよくありました。 
今年度、本校は特別活動の研究推進校として取

組を進め、11月には初年度の研究発表を終えま
した。私たちは、「自分らしさを大切にしながら、
共によりよく生きる子供を育てる」ことを目標
に、右の 3点を大切にしてきました。 
ところで、子供たちは自分の「自分らしさ」をどれほど自覚しているでしょうか。多様

性を認め合うことが求められる今、どこまでが個性で、どこからがわがままなのかという
議論もあります。しかし、明確な線引きはできません。誰しも、自分の価値観や経験と異
なるものに出合うと、受け入れがたいと感じることがあります。そこで、自分の価値観や
経験を「絶対的な正義」や「標準」と思い込み、他を否定してしまうと、よい結果は生ま
れません。 
では、どうすればよいのでしょうか。共に生きるためには、

解決策を見付けようとする姿勢が必要です。その一つが「合意
形成」です。折り合いを付け、納得できる解を生み出すのです。
誰もが自分らしく生きたいと願っています。自分らしさも大
切にし、相手のその人らしさも大切にしながらみんなで解を
つくり上げていく。しかし、このような力は、自然に身に付く
ものではありません。意図的に機会をつくり、学び、力として
育てる必要があります。 
学校には、そのための場があります。それが特別活動です。今年度は特に「学級会」に

力を入れました。子供たち自身が議題を選び、話合いを通して合意形成を図ることを目指
し、回数を重ねてきました。安易に多数決で決めるのではなく、異なる意見や少数意見も
尊重することを大切にしています。 
今、子供たちの姿を見ながら思います。もし、あの頃の「不思議なこだわり」をもった

私が、今のこの学級会に参加できていたら、もっと自分らしくいられたのではないかと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月２３日 

南砺市立井波小学校 

１２月号 第３７３号 

井波小学校 HPアドレス 
https://inami-e.nanto.ed.jp/ 

題字 ４年 前川 紹巴さん 

 

１月 
 ８日（木）３学期始業式 校内書き初め大会 給食開始 給食後下校 
 ９日（金）・１３日（火）全学年５限終了後下校 
１３日（火）集団登校 通学バス路線変更（南山見先回り） 
１５日（木）避難訓練（火災） 
２２日（木）スキー教室（４・６年） 
２２日（木）・２３日（金）アルミ缶回収 
２４日（土）井波小学校合唱部はばたきコンサート 
      ミントゥ井波文化ホール １４：００開演 

（井波総合文化センター）   
２７日（火）４年１組校外学習（能作 高岡市） 
２８日（水）４年２組校外学習（能作 高岡市） 
３０日（金）スキー教室（３・５年） 
      井波中学校入学説明会（６年） 

 

 

学校だより 

２月 
 ３日（火）入学説明会 

（半日入学） 
２１日（土）学習参観  

学年懇談会  
スポーツ少年団等 

PRミーティング 
２４日（火）振替休業日 
３月 
１日（日）親子で通学路を歩こう 
１７日（火）卒業式 
２４日（火）修了式 

 

・多様な価値観の中で、共に生きる力 

・よりよい集団をつくろうとする力 

・なりたい自分を大切にする力 

《1 年生の学級会の様子》 



『読書って、面白いんだよ！』 
司書教諭  中島 昇平 

昨年度から、南砺市立図書館と学校図書館の貸出システムが共通化され、学校で気軽に
市立図書館の本を借りられるようになりました。これにより、これまで学校図書館では人
気が集中してなかなか借りられなかった本や、出たばかりの新刊なども利用しやすくなり
ました。「これ早く読みたかったんだよね」と話すなど、子供たちにとって図書がより身
近になるきっかけになりました。 
図書委員会では「本の面白さを伝えよう」という年間目標のもと、全校児童が本や読書を
「面白い！」と感じられるような活動を考え、企画、運営しています。１学期には、本の
読み聞かせを行いました。実施に向けて準備する中で、読み
聞かせする本を、どう読めば面白さが伝わるのかについて考
え、工夫しながら読めるようになってきました。本番では、
低学年を中心に楽しい雰囲気の中で読み聞かせが行われ、子
供たちは手応えを感じていました。 

次の活動は、本の面白さを伝える「本探し」を計画してい
ます。委員会の子供たちが伝えたいと選んだ本の面白さが全
校に広がり、読書好きの子供が増えるように、教師がサポー
トしながら取り組んでいきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元気いっぱい井波っ子 
５年「井波のじまんは○○！ 

-井波の食料生産調査隊-」 

５年学年主任 荒木 典子 

総合的な学習の時間にカントリー岩屋の岩

﨑修さんに来校していただき、井波地域の食料

生産の課題や米作りに携わる方の思いを聞き

ました。バケツ稲の世話に挑戦し、米作りには、

様々な作業や手間がかかることを実感した子

供たち。「どうして大変な米作りを続けること

ができるのか」との質問に、岩﨑さんは、うれ

しさや楽しさを毎 

日感じていると生 

き生きと語ってく 

ださいました。尊 

敬のまなざしで岩 

﨑さんを見つめる 

子供たちの姿が印 

象的でした。 

２年「秋の町探検」 

        ２年担任 古瀬 翔太郎 

先日、秋の町探検に出かけました。訪問先

は、八日町通りです。子供たちの希望を聞い

て、各人がお店を２つずつ訪問することにし

ました。 

 訪問先の一つである井波木彫工芸館では、

彫刻の制作について話を伺った後、彫刻の歴

史や道具について質問しました。 

また、実際に 

彫刻する場面を 

間近で見させて 

いただきました。 

子供たちは彫り 

方によって道具 

も音も異なるこ 

とを見付けてい 

ました。  

〈岩﨑さんに質問する子供たち〉 

 

<読み聞かせの様子> 

〈井波木彫工芸館にて〉 

 
株式会社なんとエナジー教育応援基金を活用させていただきました。

 
 
 
 
 
 
 

＜校外学習での活用＞  ＜授業や研修会での活用＞ 

南砺市内学校における教育活動の充実を

図ることを目的にした助成事業「なんとエ

ナジー教育応援基金」で、デジタルカメラ

２台と SDカードを購入させていただきま

した。校外学習、授業記録等の様々な活動

に活用させていただいております。 

 


